
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                             

 

           吉富ノ庄だより 第 21 号 

環境・歴史・文化・健康の庄（むら） 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
に
閉
校
し
ま
し
た
吉
富
小
学
校
は
、
新
た
に 

吉
富
ノ
庄
と
生
ま
れ
変
わ
り
、
二
十
七
年
度
、
二
十
八
年
度
と
南
丹 

市
管
理
を
経
て
、
二
十
九
年
度
、
三
十
年
度
、
三
十
一
年
度
（
Ｈ
三

一
・
四
～
Ｒ
二
・
三
）
と
第
一
期
南
丹
市
指
定
管
理
を
受
け
運
営
を 

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

毎
月
第
二
日
曜
日
の
運
営
委
員
会
は
四
十
五
回
に
及
び
吉
富
ノ
庄 

だ
よ
り
も
二
十
一
号
を
迎
え
る
に
至
り
ま
し
た
。 

  

活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
門
と
将
来
の
独
立 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

運
営
の
た
め
の
テ
ナ
ン
ト
募
集
を
両
輪
に 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

指
定
管
理
一
年
目
（
Ｈ
二
九･

四
～
Ｈ
三 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

〇･

三
）
と
二
年
目
（
Ｈ
三
〇･

四
～
Ｈ
三 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

一･

三
）
を
比
較
し
た
表
で
す
。
利
用
数
で 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

七
六
％
ア
ッ
プ
、
利
用
者
数
で
二
九
％
ア 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

ッ
プ
（
吉
富
ノ
庄
ま
つ
り
・
フ
ォ
ト
フ
ェ 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

ス
テ
ィ
バ
ル
を
除
く
）、
利
用
料
は
二
〇
四 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

％
と
倍
増
し
、
一
，
七
七
一
千
円
に
な
り 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

一
年
目
三
万
円
、
二
年
目
四
．
五
万
円
、 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

三
年
目
六
万
円
と
テ
ナ
ン
ト
料
（
利
用
料
） 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

が
ア
ッ
プ
し
て
い
く
た
め
、
あ
と
二
～
三 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

社
入
居
い
た
だ
き
ま
す
と
、
ほ
ぼ
財
政
的 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

に
採
算
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

今
年
度
中
の
努
力
目
標
と
し
て
取
り
組 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

み
ま
す
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≪ 吉富ノ庄運営委員会 ≫ 

名誉会長 西田眞一（池ノ内） 
      ［31年度区長会会長］ 

会  長 廣瀬 稔（南廣瀬） 
副 会 長 今西啓泰（玉ノ井） 
事務局長 西田哲也（池ノ内） 
運営委員 田村康明（鳥 羽） 

      松永浩一（美 里） 
      西田修次（室河原） 
      田中義人（木 原） 
      廣瀬長生（八木嶋） 
      西村嘉弘（折 戸） 
      藤田洋子（玉ノ井） 
      ［31年度区長会副会長］ 
      佐々嘉伸（折 戸） 
      ［31年度区長会］ 
      吉田勝俊（施設管理） 
      廣瀬正明（施設管理） 

会計監査 廣瀬秀司（大 薮） 
      ［31年度区長会副会長］ 
      今西敏夫（鳥 羽） 
      ［31 年度区長会］ 

南丹市協働担当職員 
    今西 均（八木支所担当長） 

 

H30.4～H31.3 主な活動のあゆみ 
   ○環境イベント 

   竹から学ぶワークショップ 7 月 28 日～8月 5日 

 ○なつそらピクニック２０１８ 

   サイアノタイプワークショップ 7 月 21 日 

 ○第３回吉富ノ庄まつり 10 月 28 日 約 500 人の来場者 

 ○第３回吉富音楽祭 10 月 28 日 

 ○文化展 10 月 14 日～10 月 28 日 

 ○吉富フォトフェスティバル２０１９ 3 月 26 日～4月 6日 

   はるそらフォトブック展示、日光写真体験イベント 

 ○木版画展（宮嶋やす子さん）    3 月 26 日～4月 6 日   

 ○第３回吉富映画祭          3 月 23 日   

 ○第１２回京都国際インディーズ映画祭 3月 23 日  

 ○ふれあいサロンに厨房設置  一式 

 ○吉富小学校歴史コーナー開設 一式 

 ○昔懐かしい鐘の除幕式（玄関に設置） 

   ご用の方は鳴らしてください。 

 ○島津製人体模型 

  「日本を変えた１０００の技術博」に展示 

    東京国立科学博物館で半年開催 

    3 月に返却され歴史コーナーに展示中 

 ○鳥羽の歴史探訪、案内看板を校門横に設置 

 ○桂川河川工事で堤防法面の改修工事完了 

   台風 21 号で倒木の桜の木処理） 

 
利用 
数 

利用 
者数 

利用料 

75 1,875 93,450 運動

場 60 1,664 61,800 

103 1,335 125,925 体育

館 58 773 78,250 

40 247 41,420 職員

室 27 218 26,890 

55 836 69,860 図書

室 25 698 64,600 

60 236 1,441,070 その

他 24 155 635,450 

333 4,529 1,771,725 
合計 

189 3,508 866,990 

 ※上段：H30 年度 下段：H29年度 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

六
月
一
日
、
吉
富
ノ
庄
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
厨
房
を
利
用
し
て 

「
一
日
高
校
生
カ
フ
ェ
」
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｄ
ス
ク
ー
ル
は
不 

登
校
の
生
徒
の
み
な
ら
ず
学
校
生
活
で
あ
き
た
ら
な
い
想
い
の
生
徒 

も
含
め
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

専
用
の
講
師
を
大
阪
か
ら
招
聘
し
、
南
丹
市
の
交
流
会
館
を
居
場 

所
と
す
る
不
登
校
の
学
校
と
コ
ラ
ボ
し
、
よ
り
広
範
な
取
り
組
み
を 

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

生
徒
募
集 

川
勝
一
彦
（
〇
九
〇
・
四
四
九
〇
・
〇
四
四
三
） 

一 

店 
 

名 

株
式
会
社
ア
ジ
ラ
ル 

一 

経 

営 
者 
宮
下
広
美 

様 

一 

入 

居 

日 
平
成
三
十
一
年
四
月 

一 

事
業
内
容 

プ
リ
ン
ト
基
板
に
電
子
部
品
を
搭
載 

 
 

 
 
 

 
 

・
半
田
付
け
し
て
回
路
部
品
を
製
作 

 

サ
ン
プ
ル
製
品
、
少
量
ロ
ッ 

ト
品
の
設
計
製
作
事
務
所
を
開 

設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

細
か
い
作
業
で
す
が
環
境
の 

良
い
二
年
生
の
部
屋
で
お
仕
事 

を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

近
い
将
来
パ
ー
ト
社
員
を
募 

集
さ
れ
る
予
定
で
す
。
勤
務
時 

間
も
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う 

で
す
。 

（
〇
八
〇
・
三
八
三
四
・
六
八
一
九
） 

一 

店 
 

名 

株
式
会
社
み
や
こ
の
味
わ
い 

一 

経 

営 

者 

芦
田 

譲 

様 

一 

入 

居 

日 

平
成
三
十
年
九
月 

一 

事
業
内
容 

南
丹
・
亀
岡
・
京
丹
波
の
京
野
菜
の 

 
 

 
 
 

 
 

集
荷
・
販
売
の
事
業
所 

 

京
料
理
の
「
美
濃
吉
」
の
関
連
会
社
の
株
式
会
社
美 

濃
吉
食
品
の
子
会
社
と
し
て
吉
富
ノ
庄
を
本
社
と
し
て 

平
成
三
十
年
十
一
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

乳
酸
菌
米
で
有
名
に
な
り
つ 

つ
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
エ
コ
南 

丹
」
と
コ
ラ
ボ
し
、
乳
酸
菌
米 

を
中
心
と
し
て
エ
ビ
イ
モ
・
コ 

イ
モ
・
ワ
サ
ビ
等
か
ら
ス
タ
ー 

ト
し
、
将
来
千
年
の
都
を
支
え 

た
京
野
菜
を
全
国
（
東
京
圏
を 

は
じ
め
と
し
て
）
に
販
売
す
る 

こ
と
を
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一 

店 
 

名 

望
月
目
立
工
作
所 

一 

経 

営 

者 

望
月
大
介 

様 

一 

入 

居 

日 

平
成
三
十
年
八
月 

一 

事
業
内
容 

製
材
所
の
帯
鋸
・
丸
鋸
等
の
目
立
、 

 
 

 
 
 

 
 

加
工
、
修
理 

 

一
年
生
の
教
室
に
全
面
コ 

ン
パ
ネ
を
敷
き
、
そ
の
上
に 

小
型
の
目
立
機
を
数
台
設
置 

し
、
火
・
木
・
土
の
週
三
日 

間
稼
働
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

同
業
者
は
高
齢
者
が
多
く
、 

廃
業
が
続
き
近
隣
の
同
業
者 

で
最
も
若
く
、
将
来
、
工
場 

を
建
設
す
る
の
が
夢
と
日
々 

頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

一 

店 
 

名 

数
学
塾
４
４
０
３
（
ヨ
シ
ト
ミ
） 

一 

経 

営 
者 

廣
瀬
哲
也 

様
（
八
木
嶋
） 

一 

入 

居 

日 
平
成
二
十
九
年
四
月 

一 

事
業
内
容 

数
学
を
中
心
に
小
・
中
・
高
生
の 

 
 

 
 
 

 
 

教
育 

 

数
学
の
苦
手
な
生
徒
も
得 

意
な
生
徒
も
楽
し
く
数
学
を 

理
解
し
、
数
学
嫌
い
な
生
徒 

は
好
き
に
な
り
、
得
意
な
生 

徒
は
よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し 

ま
し
ょ
う
。 

  
 

塾
生
募
集 

 
 

 

（
〇
七
〇
・
五
二
六
二
・
二
二
六
二
） 

  

第1回 

H29 年 

第2回 

H30 年 
第3回 

H31 年 
 

よしとみ

フォト 

吉富映画祭 

よしとみフォト 

よしとみフォト 

版 画 展 

吉富 
地区 

40 人 29 人 29 人 

八木町 25 人 11 人 15 人 

南丹市 49 人 23 人 8 人 

亀岡市 27 人 24 人 18 人 

京都市 11 人 4 人 7 人 

その他 111 人 55 人 64 人 

合計 263 人 146 人 141 人 

 

 

園
部
吹
奏
楽
団
が
練
習
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
園
部
公
民
館 

が
耐
震
工
事
に
よ
り
使
え
な
く
な
る
た
め
、
吉
富
ノ
庄
の
音
楽
室
に 

拠
点
を
移
さ
れ
ま
し
た
。
五
月
二
十
六
日
に
二
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
楽 

器
の
搬
入
を
終
え
ら
れ
、
熱
の
こ
も
っ
た
練
習
を
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
九
日
に
「
お
や
す
み
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
の
五
月
か
ら
毎
週
日
曜
日
、
子
供
さ
ん
を
対
象
に
「
こ
ど
も 

あ
と
り
え
」
を
開
催
さ
れ
て
お
り
、
学
校
で
は
で
き
な
い
子
供
達
の 

創
意
工
夫
を
育
て
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
と
、
校
舎
全
体
を
フ
ィ
ー 

ル
ド
に
伸
々
と
子
供
を
教
え
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 
 

生
徒
募
集 

筒
井
直
子
（
〇
七
七
一
・
七
五
・
〇
三
二
一
） 

  

 

こ
ど
も
あ
と
り
え 

 

Ｄ
ス
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 

園
部
吹
奏
楽
団 

≪ ≫ 


